
基礎編　 でピースカットを終え、布をデザイン通りの配色に並べたら、それぞれのピースをぬい合わせましょう（ピースワーク）。

7.ピースをぬい合わせます。
　～ピースワーク

ピースを中表に合わせ、しるしからしるしまで
ぬうピースワークのことを「ポイントぬい」と呼
びます。ぬい始めと終わりは返し針をします。

2

100本入

パッチワーク待針
パッチワーク待針（細）

シャープな針先で布通りが
抜群。頭はアイロンの熱に
も安心のガラス製です。

玉結び（表面参照）をした糸を図のように返し
ぬいをしてしっかりぬいとめ、そこからぐしぬ
いを始めます。

最後も同様に返しぬいをし
て玉どめ（表面参照）をします。

ピースを中表にし、ずれないよ
うにしるしを合わせて番号の順
に待針を刺していきます。 玉結びをしてぬい始めに

返し針をし、しるしから
しるしまでぐしぬいしま
す。この時途中で糸こき
をしましょう。ぬい終わ
りに再び返し針をして玉
どめをします。

POINT

POINT

返し針 POINT 糸こき

全8色

キルト糸「キルト」

〈長〉、〈中〉、〈短〉ピーシング針-Q

ピースワーク（ポイントぬい）

ピースを中表に合わせ、「ポイン
トぬい」と同様に待針でとめ、ぬ
い代の端までぬいきります。ぬい
始めと終わりは返し針をします。

ピースワーク（ぬいきり）

針軸に沿った研磨仕上げで
布通りが抜群。

パッチワーク・キル
ティングに理想的
なコアヤーン。

糸切リング

必要な時にすぐ
に糸がカットで
きるリング型糸
切カッター。

使いやすい指に
はめてください。

ピーシング針-Q 普通の針

〈針先〉〈断面図〉〈断面図〉

針が進んだらぬい目を指先でしごき、ぬい
つれを防ぐことを糸こきといいます。こう
するとぬい目も落ち着き、ピース同士を美
しくはぎ合わせることができます。

× 悪い例

交点の返し針

バイアス部分の場合は
のばし過ぎに注意！

〈ぬい始め〉

〈ぬい終わり〉

玉結び ぐしぬい 返しぬい

表布

裏布 2

3 1

4

5

ピース（裏面）
ピース（裏面）

ピース（表面）ぬい代

ピース（表面）

返しぬい

玉どめ

ぐしぬい

ぐしぬい

玉結び

玉結び玉どめ
ぬい終わりの
返し針

ぐしぬい

1
2 3

ぬい始めの
返し針

返し針・糸こき：

玉結び・玉どめ：P2/2参照

ぬい始めの
返し針

ぬい終わりの
返し針

糸こきを
忘れずに

ぬい代の両角に
針が入るように

ぬい代をおさえた
交点の返し針

先にぬったぬい線

終わりの返し針 始めの返し針

ピース（裏面）
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1

1

1

5

針に通した長い方の
糸端を持って右手の
人さし指に1回糸を
巻きます。

2

2

2

親指と人さし指をず
らせながら糸を撚り
合わせます。

3

3

3

撚り合わされたと
ころを中指と親指
で押さえて糸を引
きます。

4

4

4

玉結びの
できあがり。

玉結びと玉どめ

玉結び…糸が布から抜けないように糸端に作ります。

玉どめ

…ぬい終わりで

　布の裏側に

　作ります。

指先で玉結び

針先で玉結び

針に通した長い方の糸
端と針先を合わせ、左
手の親指と人差し指で
軽く押さえます。

★の部分を針に2
回くらい巻き付
けます。

巻いたところを押
さえて、糸端まで
針を引き抜きます。

玉結びの
できあがり。

★

布（裏）

布（裏）
布（裏） 布（裏）

布（裏）

糸の出ている根元に針をあて、
親指と人さし指で押さえます。

出ている糸を針先に
2回くらい巻きます。

玉どめのできあがり。親指で押さえて針
を引き抜きます。

糸端を少し残して、
はさみで切ります。

7mm

7mm

7mm

8.ぬい代をアイロンで倒し、
　パターンを仕上げます。
図のようにアイロンでぬい代を倒しながら
各パーツをぬいつないでいきます。

パッチワーク用アイロン

ピース
（裏面）

ピース
（裏面）

ピース
（裏面）

ピース
（裏面）

余分なぬい代を
カット

長方形のピース
同士はぬいきり

表に返して
アイロンで
形を整える

アイロンで
整える

アイロンで
整える

ぬいきり

外側へ倒す

ぬいきり

ぬいきり

外側へ
倒す

ぬいきり

ぬいきり

ぬいきり

ぬいきり

外側へ
倒す

中央側へ倒す

パッチワーク用アイロンを使おう！

コンパクトで持ち運びに便利。
滑りのよいフッ素樹脂加工
です。
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